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○司会
只今より、「鳥取県西部地震から 10 年目フォ

ーラム」を開会いたします。私は、司会進行役を

努めさせていただきます、鳥取県防災局の大庭唯

子と申します。どうぞよろしくお願いいたします。

本日のプログラムはお手元の白封筒にございます

のでご確認ください。

開会にあたりまして、主催者の鳥取県から鳥取

県防災監大場尚志よりご挨拶申し上げます。

○大場 尚志（鳥取県防災監）
ご紹介をいただきまし

た、鳥取県の防災監をして

おります大場でございま

す。皆様には、本日はお忙

しいところをお集まりいた

だきましてありがとうござ

います。本日は、西部地震から 10 年目というこ

とでフォーラムを開催させていただくわけでござ

います。

10 年前の 10 月 6日の午後１時半、鳥取県西部

を震源とするマグニチュード 7.3 の大地震が発生

しました。この地震は最大震度が 6強でしたが、

それを記録したのは、ここ日野町と境港市でござ

いまして、それにより鳥取県西部一円で被害が生

じたのであります。このマグニチュード 7.3 と言

いますのは、その 5年ほど前に起こった阪神大

震災と同程度でございますけれども、被害のほう

は格段に違います。死者はありませんでしたし、

負傷者は重症を含めて 141 人。家屋の全半壊が

2,888 戸ということで、死者 6,000 人以上を数え

た阪神大震災と比べると、被害は格段に少ないわ

けでございます。これは一つには、被災地の多く

が中山間地域で、人口・家屋が密集していなかっ

たということもありますが、もうちょっとずれて

いたらとか偶然に助けられたところも多々あろう

かと思います。

西部地震から10年目を迎えるにあたりまして、

こうした経験や教訓を踏まえて中山間地域の地震

対策について考えていきたいということで、日野

町と米子市で 2日間にわたってフォーラムを開

催させていただくこととしました。これにつきま

しては、関西学院大学災害復興制度研究所と共同

で開催することにしております。この研究所では、

各地の被災実態と、現行の災害法制などの社会シ

ステムとの乖離を見つけ、是正に向けた研究、提

言等を行っておられます。また、日本災害復興学

会ともタイアップして実施することとしておりま

す。この学会は、後ほどご挨拶いただきます、関

西学院大学災害復興制度研究所の所長である室﨑

先生が会長をしておられまして、全国被災地交流

集会という、研究者の方だけではなく、各地の復

興リーダー、あるいは支援ボランティアの方が一

堂に会して被災地の復興について話し合う集会を

毎年開催されています。そういう形で開催します

ので、このフォーラムの成果は、県内だけに留ま

らず、全国に向けて発信できるのではないかと期

待しているところでございます。

そういうことで本日は、中山間地域の地震対策

をテーマとするフォーラムを開催させていただく

わけでございますが、中山間地域では基本的に人

10 月 5日 開会挨拶
（日野町文化センター）
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口が流出し過疎化が進んでおりますので、西部地

震のような大きな災害があっても、その経験を伝

えられる人が比較的早くいなくなってしまうとい

うことがございます。この地震で大きな被害を受

けた日野町でも、当時の子どもたちの多くは地域

外に出てしまっていて、今いる子どもたちは震災

時には生まれていないか、生まれていてもほとん

ど覚えていないというのが実状でございます。そ

ういったことから、地震の経験を引き継いでいく

意味でも、防災教育が非常に重要になるだろうと

いうことで、本日は、まず、根雨小学校・黒坂小

学校での防災教育への取り組みについて発表して

いただきます。さらに、県のほうでお願いして、

根雨小学校で地震に関する防災教育に取り組んで

いただいている京都大学防災研究所の矢守先生

に、その状況についてご報告いただきます。また、

県内でいろいろと防災教育に取り組んでいただい

ている鳥取短期大学の浅井先生からも、その取組

の状況を紹介していただこうと思っております。

その後、山村開発センターに場所を移しまして、

公開の車座座談会・討論会を行います。「育てよ

う・災害からコミュニティを守る『地域力』」と

いうことをテーマに、人こそインフラである、あ

るいは住まいの復興支援はどうするのか、中山間

地の財政問題や中山間地の防災活性化対策はどう

かといった問題について、全国からお集まりの皆

さんにいろいろ議論していただきます。それを地

元の皆さんにも見ていただくというような取組を

予定しております。

さらに、明日は米子市文化ホールに会場を移し

まして、本県の平井知事と室﨑先生に対論的な講

演を賜った上で、本日の防災教育の取組発表の概

要ですとか、討論会の模様を関西学院大学の山中

先生のほうからご報告いただきます。そして最後

に、中山間地域におけるこれからの防災対策につ

いて、新潟県の泉田知事や中越復興市民会議の稲

垣様、レスキューストックヤードの松田様といっ

た方々にも加わっていただいて、パネルディス

カッションを行うという予定にしております。

こういった非常に盛りだくさんな内容でござい

ますけども、こうした議論や報告の中で、これか

らの中山間地域の防災対策のあり方をお示しいた

だけるのではないかと期待しております。そうい

ったことで、鳥取県西部地震の経験・教訓が次の

世代へと引き継がれ、フォーラムの提言が全国に

発信され、大規模災害から国民・県民の生命、財

産を守る一助になればと期待しております。 是

非、そのようにしていただくようお願いして、私

からのご挨拶とさせていただきます。

○司会
続きまして、同じく主催者である関西学院大学

災害復興制度研究所所長室﨑益輝よりご挨拶申し

上げます。

○ 室﨑 益輝（関西学院大学災害復興制度
研究所所長）

皆さん、こんにちは。た

だ今ご紹介いただきました

関西学院大学災害復興制度

研究所の室﨑です。主催者

を代表して一言ごあいさつ

させていただきます。阪神・淡路大震災から５年

目だったと思うのですけれども、鳥取西部地震が

起きました。大阪でもすごく揺れまして、私の身

体でその揺れをまだ覚えているところでございま

す。この鳥取県西部地震というのは、日本の防災

対策と言うか、地震対策のあり方を大きく変えた

非常に意味のある地震だと思っています。それは

どういうことかと言うと、災害における地域性、

あるいは防災における地方性という地域・地方の

問題として地震対策を考えるという視点をしっか
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り根付かせる契機となった地震でした。

先ほど死者が一人も出ていない、という話があ

りました。それは「地震が比較的小さかったから

だ」とか、あるいは「鳥取は雪国で屋根がしっか

りしていた」というような言い方をされるのです

けど、僕はそうではなくて、やはり鳥取というと

ころの伝統的な技術の文化というものがしっかり

あると。家が壊れても人が死なないようにしっか

りした家を造る歴史と伝統があって、その伝統の

力が命を守ったと思っているわけです。

もう一つ重要なことは、その当時の片山前知事

が住宅再建の支援を独自の政策として打ち出した

ことです。鳥取という地方都市と言うか、中山間

地方において、そこの地域社会が抱えている高齢

化その他の問題を解決する上では、国の画一的な

対策ではうまくいかないのです。まさに防災対策

の地方性という概念を入れて柔軟に地域の人々の

立場に立って制度導入をするという、極めて新し

い考え方を取り入れられたように思います。そう

いうふうに、元々あった文化や地域力みたいなも

のを活かされた部分と、それから地域性という概

念や発想から新しい制度を作っていった部分とが

あって、それらが大きなきっかけになったという

ふうに思っております。そういう意味で非常に大

きな意味を持っているこの鳥取で 10 年目のフォ

ーラムを鳥取県と一緒に我々の研究所が共催いた

しますことをとてもうれしく思っている次第であ

ります。そういうことで今日は、ただ単に防災教

育ということじゃなくて、地域の歴史とか、文化

とか、暮らし方だとか、そういうものとやはり教

育というものを結び付けて、教訓を引きだす。そ

して、その教訓をしっかり地域に根付かせていく

ことが大切だろうというふうに思います。そうい

う意味でのディスカッションがなされるではない

かということで、それは心ワクワクさせて期待し

ています。本日はどうぞよろしくお願いしたいと

思います。

（終わり）


